
43　 あおいさんは、ある駅伝大会で、大会新記録を出して３連覇を達成したチームがあることに興味をも

ち、その記録について調べることにしました。次の(1)・(2)に答えなさい。　　　　　　　　　　　　 

 

(1)　下の１００００ｍの記録は、あおいさんが調べたＡ、Ｂ、Ｃ、３つのチームの選手それぞれ１０人の 

１００００ｍの記録をまとめたものです。(a)・(b)について答えなさい。　　　　　　　　　　　　　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(a)　１００００ｍの記録において、Ａチームの中央値の含まれる階級を書きなさい。 

 

(b)　１００００ｍの記録において、Ｂチームの最頻値を求めなさい。                     

 

 

 

★挑戦してみよう★ 

　次の表を利用して、Ｃチームの平均値を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

度数（人）
記録（秒）

合計

１００００ｍの記録

４

１０

４

２

１６５０～１６７５
以上 未満

１６７５～１７００

１７００～１７２５

１７２５～１７５０ ０

１

２

７

０

０

２

３

５

１０ １０

Ａ Ｂ Ｃ

度数（人）度数（人）

記録（秒）

合計

１６６２．５

１６８７．５

１６５０～１６７５
以上 未満

１６７５～１７００

１７００～１７２５

１７２５～１７５０

０

３３７５

１０ １７２００

階級値

（秒）

度数

（人）
階級値×度数

０

２

３

５

１７１２．５

１７３７．５

５１３７．５

８６８７．５



(2)　あおいさんは、大会新記録を出して３連覇を達成したＡチームの記録について詳しく調べました。

１００００ｍの記録の分布は、Ａチームの１００００ｍの記録を年ごとにまとめたものです。(a)・(b)につ

いて答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(a)　２０２５年の四分位範囲を求めなさい。 

 

 

(b)　１００００ｍの記録の分布から、「２０２３年、２０２４年、２０２５年と年が進むにつれて、１００００ｍ

の記録は、速くなっている傾向にある」と主張することができます。そのように主張できる理由

を、１００００ｍの記録の分布の３つの箱ひげ図を比較して説明しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

最小値
第１

四分位数
中央値 最大値

第３

四分位数

１６５７

１６７９

１７０５１６９０１６８１１６６９

１６６３

１７１３１７１２１７０４.５１６８８

１７２０１７１７１６９９

１００００ｍの記録（秒）

１６５０ １６６０ １６７０ １６８０ １６９０ １７００ １７１０ １７２０ １７３０（秒）

２０２５年

２０２４年

２０２３年

１００００ｍの記録の分布

２０２５年

２０２４年

２０２３年 １７０８.５
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　(1)(a)【趣旨】与えられたデータから中央値の含まれる階級を書くことができるかどうかをみる。 

１６７５秒以上１７００秒未満 

※データが１０個なので、中央値は５番目、６番目が含まれている階級。 

(b)【趣旨】与えられたデータから最頻値を求めることができるかどうかをみる。 

１７１２．５秒 

※最頻値：データのなかで、もっとも多くでてくる値。 

度数分布表では、度数のもっとも多い階級の階級値（階級の真ん中の値） 

★挑戦してみよう★ 

【趣旨】度数分布表を用いた平均値を求めることができるかどうかをみる。 

１７２０秒 

※データの値から求める平均値と度数分布表から求める平均値は一致しないが、大きくは

 違わないので、データの傾向を読み取るための代表値として用いることができる。

 【度数分布表を用いた平均値の求め方】

１つの階級にはいっているデータの値は、すべてその階級の階級値であると考える。それ

ぞれの階級について、階級値×度数を求め、その合計をデータの個々の値の合計と考える。 

１７２００ ÷ １０ ＝ １７２０ 

｛（階級値×度数）の合計｝÷（度数の合計）＝（平均値） 

 

  (2)(a)【趣旨】四分位範囲の意味を理解しているかどうかをみる。 

２１秒 

※四分位範囲 ＝ 第３四分位数 － 第１四分位数 

　　　　　　　１６９０－１６６９＝２１ 

(b)【趣旨】複数の集団のデータの分布の傾向を比較して読み取り、判断の理由を数学的な表現を

用いて説明することができるかどうかをみる。 

〈正答の条件〉 

　　　　　　 次の①または②のいずれかと、③について記述しているもの。 

①　箱ひげ図の箱が左側にずれていっていること。 

②　第１四分位数と第３四分位数がだんだんと小さくなっていること。 

③　２０２３年、２０２４年、２０２５年と年が進むにつれて、１００００ｍの記録は、速くなっ

ている傾向にあること。 

（正答例１）①と③を記述 

２０２３年、２０２４年、２０２５年と年が進むにつれて、箱ひげ図の箱の位置が左側

にずれていっている。したがって、２０２３年、２０２４年、２０２５年と年が進むにつ

れて、１００００ｍの記録は、速くなっている傾向にある。 

（正答例２）②と③を記述 

２０２３年、２０２４年、２０２５年と年が進むにつれて、第１四分位数と第３四分位

数が小さくなっている。したがって、２０２３年、２０２４年、２０２５年と年が進むに

つれて、１００００ｍの記録は、速くなっている傾向にある。 


